
様式第１号（第７条関係） 

 

小樽市ふるさとまちづくり協働事業 実施概要書 

 

令和７年   月   日 

（宛先）小樽市長 

 

            〈提案者〉 

活動拠点所在地 

（代表者住所） 

〒 

 

団体名  

代表者の職名 

及び氏名 

 

               ㊞ 

（連絡先）  

 

 次の事業を小樽市ふるさとまちづくり協働事業助成金交付要綱第７条第１項の規定に基づき、令

和７年度小樽市ふるさとまちづくり協働事業として、関係書類を添えて応募します。 

 なお、当団体は小樽市補助金等交付規則第２５条第１項に規定する「暴力団等」に該当しない者

であること及び「暴力団等」を当事業に関与させないことを誓約します。 

 

１ 事業名  

２ 実施予定期間 

又は実施予定日時 

 

 

 

３ 総事業費 

 

                 円 

※「収支予算」欄の「支出合計」額を記載 

４ 助成金要望額                  円 

５ 添付書類 

①団体規約 

 

②団体名簿 

 

 



団体の概要について（令和  年  月  日時点） 

団体名 
 

 

所在地 
 

 

代表者 

役職 

 

氏名 

 

代表者の 

当団体以外の役職 

 

連絡先 

電話番号（日中連絡の取れる携帯電話等の番号） 

 

メールアドレス（データのやり取り等が可能なメールアドレス） 

 

 

構成員数 

 

        人 

（上記のうち市内に在住（在学）する 16歳以上の構成員    人） 

団体の 

設立の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体の 

これまでの主な 

活動内容・実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



実施計画の概要について 

事業の目的 （本事業は何のために行いますか） 

 

 

 

 

 

 

事業を行うことで 

期待される効果 

（本事業は小樽のまちや住民にとって、どのような効果やメリットがありますか） 

 

 

 

 

（効果を広げるための工夫） 

 

 

 

 

事業の具体的内容 （複数回行う場合は、①、②、③…のように箇条書きで記載） 

 

 

 

 

 

 

実施日  

 

 

実施場所  

 

 

事業の対象者  

 

目標 （できるだけ具体的な数値目標を記載（参加者数等）） 

 

 

広報の方法 （本事業についての周知はどのような方法で行う予定ですか） 

 

 

 

 



アピールポイント （自分たちの団体にしか出せない強みや、自分たちの団体の特性を生かした 

創意工夫がありましたらアピールしてください） 

 

 

 

 

 

 

 

次年度以降の 

取組予定 

（今年度の事業を今後どのように継続・発展させていきたいですか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去の事業内容や 

審査員からの 

意見を踏まえ 

改善した点など 

 

 

（２回目以降の助成を希望する団体は記載してください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の助成制度を 

活用する予定 

□ 予定なし 

□ 予定あり（                    ） 

□ すでに活用している（               ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



収支予算 

（収入） 

収入の種類 予算額 内容説明（内訳等） 

小樽市助成金 

 

 

 

  

 

収入合計  

 

（支出） 

項目 予算額 内容説明（内訳等） 

【助成対象経費】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

助成対象経費 計（①）   

【助成対象外経費】 

 

 

 

 

 

 

  

助成対象外経費 計（②）   

 

支出合計（①＋②）  

 

※「支出合計」の金額が１枚目の「総事業費」となります。 

 

※「収入合計」と「支出合計」の金額は同額となります。 

 

※団体の全ての予算ではなく、応募する事業に係る予算を記載してください。 

 

※金額が 10万円以上となる項目の支出については、見積書を添付してください。 


